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　今回派遣された経済事情視察団の最大のミッションは、「外
国企業による投資を成長エンジンに、2011年からの経済成長
率が毎年７％前後と安定し、成長を続けるカンボジア経済」
の実情を当所役員関連企業でもある「デンソーカンボジア」
と「ＧＳエレテックカンボジア」の工場視察・現地役員から
の説明を含め、実体経済を肌で感じることにありました。
　「ＡＳＥＡＮ新興国」と呼ばれるカンボジアは、タイに進
出する日系企業が生産の一部を移管する「タイ・プラスワ
ン」の受け皿となり、視察した経済特区は両社を含め将来の
投資が期待され、政府の政策も「産業の高度化」を打ち出す
など、低賃金を売りにした産業からの脱却を図る方針のよう
である。
　また、カンボジアは、東南アジアの国の中でも総人口は少
ない方であるが、30歳以下の若い人口が約７割を占め、今
後50年間は人口増加が見込めるなど、日本の人手不足解消
に向けた人材の活用についても、先を見据え若い世代の多い
カンボジアに目を向ける事業者が増えることが見込まれると感じた。
　この視察を通して、「モノづくり」＝「人づくり」であると、現地・現物・現実で実感できたこと
と、「デンソーカンボジア」と「ＧＳエレテックカンボジア」に共通していると感じたことを以下に
まとめてみました。
　　①カンボジアは、外国投資に対して非常に歓迎的である。
　　②経験の無い労働者を、自社で人材育成する難しさに対応している
　　③従業員を人として尊敬し、仲間（家族）として接している
　　④日本企業として当たり前の品質・安全・納期意識を躾る難しさに対応する必要がある
　　⑤熱心で器用で覚えが良い人が多い
　　⑥日系企業の従業員をブランドとし、高賃金を目指し転職する人が多い
　　⑦ビジネスの拡大を通して、カンボジアの発展に貢献したいと企業活動をしている
　　⑧若く優秀な日本人社員が、一生懸命仕事に取り組んでいた。
　　⑨現地従業員の素敵な笑顔に出逢えた。
　　⑩世界に誇れる日本の技術が、現地に根付いていると実感した。
　上記以外に、この紙面では、お伝えしきれないカンボジア経済の実態を参加者は、肌で感じたるこ
とができた意義深い視察であった。

『カンボジア経済事情視察団』報告
刈谷商工会議所創立65周年記念事業
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商業第一・第二部会合同　視察研修会開催

サービス第一部会不動産分科会　視察研修会開催

今年の商業第一・商業第二部会（第一部会長：岡本巧氏、第二部会長：杉浦世志朗氏）の合
同視察研修会は、1月23日㈫～25日㈭に開催され、台湾の高雄・台北の商業施設の視察見学を
行いました。
中でも、24時間眠らないと言われる士林市場は、台北を代表する市場として、多い時には1
日100台もの観光バスがやってきます。海外観光客の
ニーズに応えるため、ホームページや看板、メニュー
などは多言語が進んでおり、観光情報を提供するQR
コードも設置されるなど、電子化が進んでいる先進的
な市場であると感じました。
また、市場内には、食べ物から生活用品、玩具まで
見ていて飽きない商品が並んでおり、消費者を引き寄
せる「魅力を持つ個店」の集合体と言った様相で、「商
いの原点」ともいえる「物を売る喜び」と「買う楽し
さ」」を改めて感じさせられる大変有意義な研修視察
となりました。 中正紀念堂にて集合写真

サービス第一部会不動産分科会（分科会長：新美昭行氏）では、去る１月30日㈫に会員事
業所から35名の参加により、視察研修会を開催しました。
年明け恒例となった本視察研修会では、今年度は歴史的な伝統文化・景観の中で、様々な名
所、観光資源や名産品などが数多く育まれる「京都」を舞台に、日本を象徴する神社仏閣のう
ち「平安神宮」を参拝しました。また、今年はさらに、“京の台所”として大勢の人々を集め、
京都商人の魅力である商売繁盛手法やサービス精神を非常にリアリティに感じられると定評の
スポット「錦市場」を視察しました。
錦天満宮を終点に390メートルを誇るこの超広域型商店街では、平日にも関わらず所狭しと
賑わいを見せ、先を見通せない光景はエリアをより広大に感じさせます。
長い一直線の通りには、手を伸ばせばすぐに品物に手が届く距離感で、魚介類や海産加工

物、伝統の京野菜、加工食品などから茶・菓子・パンに至るまで目移りが追い付かない程の物
が揃い、活況な商売人の掛け声のもと、日用品を求める人から京の名物を堪能したい人まで、
多様な人々が集まっています。
さらに、京都の地域の特産物、資源の奥深さを感じると共に、ここで業務用の食材を仕入れ
る割烹、料亭、旅館なども多いと聞き、京料理の
食材は大体の物はここで揃うと言わしめるエリア
の一体感には驚愕で、地域ぐるみでの取り組みの
重要性を改めて認識できました。
その他、若手が台頭し関西独自の笑いをより間
近に感じる「京都祇園花月」にて観劇をすると共
に、商売繁盛・身体健全・社内安全などを祈願
し、新しい年明けにふさわしい縁起の良い初詣・
初笑の内容を交え、会員事業所と刈谷商工会議所
をはじめ、刈谷市全体の更なる発展の祈願をこめ
た有意義な視察研修会となりました。 平安神宮にて集合撮影
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平成30年１月27日㈯、刈谷商工会議所で、『ずんだ餡』を活用したアイデアお菓子・パンコン
テストを開催致しました。
ずんだを活用した新商品開発事業は、平成28年4月に遊休機械無償マッチング支援プロジェク
トの継続支援策として、刈谷商工会議所・仙台商工会議所・東京製菓学校が共同で立ち上げ、現
在まで、東北から1.4トンを超える餡子を仕入れ、刈谷市内の７つの事業所が新商品開発と販売
を行っており、東北支援と刈谷の地域経済活性化を両立する事業として、展開しております。
今回のコンテストでは、市民の独創的なアイデアが詰まったレシピを募集し、開発事業者に提
供することで、今後の商品開発の参考として頂くことを目的として募集したところ、55作品も
の応募を頂きました。
コンテスト当日は、現物審査として、９名の審査員（審査委員長：鈴木文三郎副会頭）によ
り、「味」「アイデア」「食感」「商品化の可能性」の４項目について審査して頂き、以下の作品が
入賞されました。

【奨励作品】
受賞者 作品名

加 藤　 百 合 子 ずんだフロマージュあんパン
橋 本　 伊 都 子 ずんだシェイク (豆と豆のステキな出逢い♡）
加 藤 　 善 弘 光明寺餅
鈴 木 　 良 美 すんだがふわっと香るロールケーキ
佐 々 木　 雅 子 ずんだぼうろ

【　優 秀 作 品　】

【 最優秀作品 】

受賞者　村瀬　媛香
作品名　ずんだフィーユ

〈第２位〉

受賞者　加藤　善弘
作品名　ずんだ招福餅

〈第３位〉

受賞者　佐々木　真純
作品名　クリームチーずんだ

〈第４位〉

受賞者　古澤　登美
作品名　ずんだクリームチーズパイ

ずんだ餡を活用したアイデアお菓子・パンコンテストを開催！


